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人 権 身 の 上 相 談

勤め先、その他で、人権を侵害
されたとか、身の上のことでお困
りのとき、どうぞご利用ください。
東京法務局職員・足立区人権擁護
委員が相談に応じます。相談の秘
密は堅く守ります。相談日は毎月
第3金曜日、午後1時～4時　区
役 所( 1 階) 区 民相談 室

千
住
地
区
の
住
居
表
示
が

八
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す

千
住
河
原
町
/
千
住
仲
町
/
千
住
一
・
四
・
五
丁
目

区
の
住
居
表
示
の
実
施
も
第
三
十
二
次
を
む

か
え
、
そ
の
面
積
も
区
総
面
積
の
約
七
九
%
に

達
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区
で
は
、
便
利
で
住
み
よ
い
町
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
、
新
し
い
住
居

表
示
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
九
年
度
に
第
一
次
の
住

居
表
示
煢
実
施
し
て
以
来
、こ
れ
ま

で
に
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
。
約
七
七
%
の
区
域
が

整
備
さ
れ
ま
し
た

。

今
回
の
住
居
表
示
は
、
第
三
十
二

次
目
と
な
り
。
ほ
役
所
の
所
在
す
る

千
住
一
丁
目
な
ど
次
の
五
つ
の
町
区

域
で
す
。

実
施
さ
れ
る
町
区
域
　
▽
千
住
河
原

町
、
千
住
仲
町
(

第
三
出
張
所
管

内
)
、
▽
千
住
一
丁
目
・
四
丁
目
・

五
丁
目
(
第
四
出
張
所
管
内
)

な
お
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
町

名
・
町
区
域
は
、
そ
の
ま
ま
で
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

番
地
が

住
居
番
号
に

今
回
の
新
住
居
表
示
実
施
に
よ
っ

て
変
わ
る
の
は
、
住
所
番
号
の
表
わ

し
方
で
す
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
住
所
番
号

は
。
土
地
の
整
理
番
号
の
「
地
番
」

を
借
り
て
。
住
所
を
表
わ
す
「
番
地
」

と
し
て
い
る
も
の
で
す
。
土
地
の
番

号
「
地
番
」
は
、
合
筆
や
分
筆
な
ど

に
よ
り
番
号
が
消
え
て
し
ま
っ
た

り
、
逆
に
細
か
く
分
け
ら
れ
た
り
し

て
安
定
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で

は
住
所
を
表
わ
す
の
に
た
い
へ
ん
不

便
で
す
。
そ
こ
で
、
土
地
の
番
号
を

使
わ
な
い
で
住
所
を
表
わ
す
方
法
を

考
え
。
[
住
居
表
示
番
号
制
度
」
が

生
ま
れ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
住
居
表
示
は

、
建
物
に
番
号

を
付
け
住
所
を
表
わ
す
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て

、
新
住
居
表
示
が
実
施

さ
れ
た
日
か
ら
は

、
「
番
地
」
は
使

用
し
ま
せ
ん
の
で

、
今
回
実
施
さ
れ

る
地
区
の
住
所
を
表
わ
す
場
合

、
実

施
日
以
降
は
、
新
し
い
住
居
表
示
番

号
を
必
ず
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
。戸
籍
は
現
在
の
ま
ま
で
、

番
号
の
変
更
は
し
ま
せ
ん
。

各
戸
ご
とに

「
戸
番
標
」
を

新
し
い
住
居
表
示
番
号
が
、
誰
に

で
も
ハ
ッ
キ
リ
と
す
ぐ
に
わ
か
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
実
施
地
区
の
住
家

や
会
社
、
商
店
な
ど
の
建
物
に
戸
番

標
を
取
り
付
け
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
名
と
各
戸
に
付
定
さ

れ
た
住
居
表
示
番
号
の
記
さ
れ
て
い

る
、
小
さ
な
ア
ル
ミ
製
の
番
号
標
札

で
す
。

街
区
の
角
々

に
は
街区

表
示
板
が

街
区
表
示
板
は
、
道
路
な
ど
で
一

定
の
大
き
さ
に
区
画
さ
れ

た
街

区

(
ブ
ロ
ヴ
ク
)
の
番
号
を
示
す
も
の・

で

。
町
名
と
街
区
の
番
号
が
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
付
け
の
場
所
は
、
各
街

区
の
角
々
に
な
り
ま
す
。
原
則
的
に

近
く
の
電
柱
な
ど
に
取
り
付
け
ま
す

が
。
そ
れ
ら
が
な
い
場
合
に
は
、
皆

さ
ん
の
家
の
搆
な
ど
に
取
り
付
け
を

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り

ま

す
の

で

。
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

便
利
で
わ
か
り
や
す
い

町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

今
回
、
第
三
十
二
次
の
住
居
表
示

実
施
地
区
対
象
の
中
に
、
千
住
二
丁

目
・
三
丁
目
、
千
住
橋
戸
町
、
千
住

緑
町
一
I
二
丁
目
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。

こ
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

町
境
界
線
な
ど
に
つ
い
て
、
折
衝
、

調
盤
の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
段

階
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
調
整
が
成

立
さ
れ
次
第
、
住
居
表
示
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

住
居
表
示
実

施
率

約
七
九
%
に

区
の
住
居
表
示
実
施
面
積
は
、
こ

れ
ま
で
に
四
一
・
一
(
平
方
キ
ロ
X
I

ト
ル
に
達
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

区
の
総
面
積
五
三
・
二
五
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
、
七
七
・
三
%
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
、
今
回
実
施
面
積
〇
・
七

九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
加
え
ま
す

と
、
合
計
四
一
・
九
七
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
区
総
面
積
に
対
す
る
実
施

割
合
は
、
七
(
・
(
一
%
に
な
り
ま

す
。な

お
、
今
回
実
施
地
区
の
対
象
世

帯
数
は
、
お
よ
そ
七
千
世
帯
(
法
人

を
含
む
)
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
に
ご
注
意
を

住
居
表
示
実
施
地
区
の
皆
さ
ん
へ

今
回
の
千
住
地
区
住
居
表
示
実
施

区
域
に
お
い
て
、
(
月
一
日
以
降
に

住
家
や
ビ
ル
、自
動
車
の
駐
車
場
等

、

住
居
番
号
脅
必
要
と
す
る
建
築
・
工

作
物
に
つ
い
て
は
、
住
居
表
示
番
号

が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
を
新
築
あ
る
い
は
改
築
す

る
場
合
は
、
必
ず
[
住
居
表
示
番
号

付
定
届
け
]
ま
た
は
「
住
居
表
示
番

号
改
定
届
け
」を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
ど
の
届
け
を
す
る
際
に
は

。

建
築
物
の
平
面
図
一
位
置
図
と
印
か

ん
を
、
住
居
表
示
係
の
窓
口
へ
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

住
居
表
示
変
更
証
明

住
居
表
示
さ
れ
た
地
区
の
案
内
図

と
「
旧
新
・
新
旧
の
番
地
・
番
号
対

照
表

」
を
、実
費
で
お
分
け
し
ま
す
。

今
回
の
千
住
地
区
分
に
つ
い
て
は

六
月
頃
に
、
対
照
表
の
追
録
分
は
十

月
以
降
に
な
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
住
居
表
示
の
実
施
さ
れ
た

地
区
内
で

。
登
記
や
自
動
車
の
検
査

等
で
、
「
住
居
表
示
変
更
証
明
」
が

必
要
な
方
に
、
証
明
書
を
住
居
表
示

係
ま
た
は
。
区
役
所
の
各
出
張
所
で

無
料
で
発
行
し
ま
す
。

新
し
い
住
所番号

今
回
住
居
表
示
を
実
施
さ
れ
る
千

住
地
区
の
皆
さ
ん
へ
は
、
五
月
初
旬

か
ら
「
住
居
表
示
番
号
の
通
知
書

'一

を
、
順
次
お
届
け
し
ま
す
。

こ
れ
と
同
時
に
、
住
居
表
示
変
更

に
伴
う
手
続
き
等
の
詳
し
い
案
内
書

や
案
内
図
、
そ
れ
に
、
皆
さ
ん
の
住

所
番
号
の
変
更
を
知
ら
せ
る
た
め
の

通
知
用
(
ガ
キ
(
郵
政
省
の
通
信
事

務
用
で
無
料
)
二
十
枚
を
、
配
付
し
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
匍
、
変
更
通
知
用
(
ガ
キ
を
大

最
に
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
郵
便
局
の
本
局
(
今
回
は

足
立
郵
便
局
)
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
住
居
表
示
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
住
居
表
示
係
へ
。

街区表示板と戸番標

ご注意ください! 氏名標札板等の販売
最近 、「区 役所から来 まし た」とか、「郵便局の

関係 者です」 とか 言って、家族の氏名を記入す
る氏名標札板 を、訪問販売し てい る者がありま
す が、区役所や 郵便局では、そのようなこ とはー
切行っ ていません。 十分ご注意ください。

第32次住居表示実施区域略図

皆さんの投稿を期待します

区民の『ひろば』
広
報
紙
[
区
の

お
知
ら
せ
]

が
区

民
の
皆
さ
ん
に
よ

り
一
層
親
し
ん
で
'

い
た
だ
け
る

よ

う
、
五
月
五
日
号

か
ら
区
民
の
『
ひ

ろ
ば
』
欄
を
毎
号

股
置
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
ひ
ろ
ぱ
」

欄
は
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で

す
。
相
互
交
流
や

情
報
交
換
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。
投
稿
の
要
領
等
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□
投
稿
の
種
類

サ
ー
ク
ル
情
報
、
行
事
・
催
し
も

の
、
講
習
会
籌

□
投
稿
の
規
定

▽
字
歎
は
百
四
十
宇
以
内
、(
ガ
キ
、

ま
た
は
封
書
で
「
区
の
お
知
ら
せ
」

発
行
日
(
毎
月
五
日
・
二
十
日
)

の
1

ヵ
月
前
ま
で
に
投
稿
し
て
く

だ
さ
い

▽
住
所
、氏
名
、団
体
名
、I
話
を
記

入
し
、費
用
の
か
か
る
も
の
は
金

額
・
使
途
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

▽
営
利
、宗
教
、政
冶
目
的
の
も
の

は
掲
載
で
き
ま
せ
ん

▽
掲
載
、
不
掲
載
の
連
絡
は
し
ま

せ
ん

□
責
任
の
範
囲

区
は
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
一

切
関
与
し
ま
せ
ん
の
で

、
投
稿
者

が
責
任
を
負
い
、
相
互
の
連
絡
は

当
事
者
閭
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

※
な
匐
、
紙
面
の
都
合
上
。
主
旨

を
そ
こ
な
わ
な
い
範
囲
で
原
稿
を

改
め
る
こ
と
や
掲
載
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

□
応
募
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒
1
2
0千
住
一
-
五
〇

　
(
八
二
I
一
一
一
一
)

春です!出かけてみませんか

湯河原 区民 保養所 　あ だち荘

五
月
分
の
受
付
け
を
、
四
月
一

日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
一
日
は
区

役
所
七
階
で
抽
選
し
ま
す
の
で

、

九
時
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
い

。

そ
の
後
の
空
室
の
申
し
込
み
は

。

四
月
分
の
空
室
と
}
楷
に
、
利
用

し
た
い
月
の
三
日
前
ま
で
区
民
係

で
受
付
け
ま
す
。

休
館
日
　
▽
四
月
・
人

日
・
九
日
・

二
十
二
日
・
二
十
三
日
　
▽
五

月
:
半

三
日
・
十
四
日
・
二
十

七
日
・
二
十
(
日

利
用
料
金
　
一
泊
二
食
付
大
人
・
・
・

三
千
円
、
子
ど
も
(
四
歳
以
上

小
学
生
ま
で
)
・・・千
五
百
円

申
込
資
格
　
区
内
に
在
住
・
在
勤

の
方
。
た
だ
し
、
二
人
以
上
で

二
泊
三
日
ま
で
で
す

問
合
せ
先
　
区
民
係

お
気
軽
に
ご
出
場
く
だ
さ
い

区
民
芸
能
大
会

恒
例
の
区
民
芸
能
大
会
も
、
毎

年
熟
演
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

本
年
は
、
二
十
五
回
目
に
な
り

ま
す
が
、
次
の
と
お
り
出
場
者
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
日
頃
、
歌
や

踊
り
に
興
味
の
あ
る
方
や
自
儻
の

あ
る
方
、
一
度
舞
台
で
演
技
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
々
な
ど
。
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

日
時
　
六
月
七
日
(
土
)
午
前
十

時
、f午
後
四
時
三
十
分

場
所
　
文
化
会
館

出
場
資
格
　
足
立
区
民
で
あ
る
こ

と
募
集
部
門
　
踊
り
の
部
・
歌
の
部

あ
わ
せ
て
七
十
組
。た
だ
し
、

一
人
一
種
目
に
限
る
(
申
込
者

が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
)

申
込
期
限
　
三
月
三
十
五

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
郵
便
切

手
(
五
十
円
)
を
添
え
て
。
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
、
経
済
課
お
よ
ぴ
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先
　
経
済
課
内
足

立
区
観
光
協
会
事
務
局

中
小
企
業
施
設
改
善
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
の
説
明
会

こ
の
資
金
は
、中
小
企
業
者
を

対
象
に
店
舗
の
新
築
、改
造
、機

械
類
の
購
入
、工
場
施
設
の
改
善
、

従
業
員
の
福
利
施
設
、共
同
施
設

の
設
置
等
に
要
す
る
賢
金
に
つ
い

て
、都
が
信
用
保
証
協
会
の
保
証

を
付
し
て
、金
融
機
関
に
長
期
低

利
の
賢
金
を
あ
っ
せ
ん
す
る
も
の

で
す
。

日
時
　
四
月
十
(
日
(
金
)
午
後
　

一
時
三
十
分
?
四
時

場
所
　
産
業
振
興
館
二
階

限
度
額
　
▽
商
工
業
施
設
改
善
費

金
:
一
七
百
万
円
　
▽
特
定
施
設

設
置
賢
金
…
三
千
万
円
　
▽
福

利
施
般
設
置
資
金
=
・
五
千
万
円

▽
共
同
施
設
設
一
賢
金
:
一
一
億

円
利
率
　
都
は
約
定
金
利
に
対
し
年

三
略
の
利
子
補
給
を
し
ま
す

信
用
保
証
料
　
二
分
の
一
を
都
が

負
担
。
た
だ
し
。
従
業
員
五
人

以
下
の
工
業
者
(
従
葉
員
二
人

以
下
の
商
業
者
)
は
三
分
の
二

償
還
期
限
　
▽
七
百
万
円
・・・
七
年
(

す
え
お
き
期
間
一
年
を
含
む
)

▽
七
百
万
円
超
…
半
一
年
ま
た

は
十
六
年
(

す
え
お
き
期
間
一

年
を
含
む
)

問
合
せ
先
　
労
働
経
済
局
金
融
部

設
備
助
成
課
(

　
二
二

〒

五

一
一
一
)
ま
た
は
、
商
工
係

足
立
区
中
小
企
業
融
資
制
度
の

貸
出
金
利
改
定

現
在
区
で
は
、
区
内
中
小
企
業

者
の
振
興
育
成
を
図
る
た
め
。
融

賢
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
が
。
昨

今
の
諸
金
利
の
引
き
上
げ
に
伴
な

い
、
区
の
融
賚
に
つ
い
て
も
金
利

を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

新
貸
出
金
利
　
運
転
資
金
、
設
備

賢
金
。
公
害
防
止
施
設
聾
備
資

金
と
も
に
年
利
で
七
・
三
%

な
お
、
こ
の
新
し
い
金
利
は
。

四
月
}
日
以
降
区
の
受
付
け
を
経

た
も
の
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
商
工
係
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も
う
す
ぐ
春
休
み

子
ど
も
と
一
緒
に
再
点
検

万
引
、
喫
煙
、
自
転
車
盗
、
シ
ン

ナ
ー
遊
び
な
ど
、
よ
く
耳
に
す
る
言

葉
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
家
の
子

ど
も
に
か
き
っ
て
、
と
い
う
言
葉
も

よ
く
耳
に
し
ま
す
。

明
る
く
健
や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
社
会
全
体
の
願
い
を
よ
そ

に
、
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境

は
急
速
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。
急
激

な
都
市
化
の
波
や
、
交
通
蘭
、
受
験

戦
争
な
ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
み
て
も

子
ど
も
た
ち
の
伸
ぴ
や
か
な
成
長
を

阻
害
す
る
悪
い
要
因
ば
か
り
で
す
。

今
日
、
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
問

匯
は
、
か
つ
て
み
ら
れ
な
か
っ
た
ほ

ど
、
深
刻
で
多
様
化
し
。
複
雑
な
様

相
を
示
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、
最

近
の
子
ど
も
た
ち
に
み
ら
れ
る
特
徴

的
な
少
年
非
行
の
う
ち
か
ら
。
ご
く

身
近
で
起
っ
て
い
る
い
く
つ
か
を
と

り
あ
げ
、
春
休
み
を
機
会
に
。子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
考
え
、
周
囲
を
み

ま
わ
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

万
引
―

非
行へ
の

乗
車
駅

区
内
三
警
察
署
に
よ
る
昭
和
五
十

四
年
青
少
年
補
導
状
況
報
告
で
は
、

少
年
非
行
の
出
発
点
と
い
わ
れ
て
い

る
万
引
が
四
百
四
十
六
件
の
多
き
を

数
え
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
低

い
年
齢
(
十
歳
未
鴿
)
で
補
導
さ
れ

る
子
ど
も
が
三
卜
九
人
を
占
め
て
い

ま
す
。

こ
こ
に
あ
げ
る
数
字
は
、
あ
く
ま

で
も
警
察
で
取
り
扱
か
っ
た
数
で
、

そ
の
実
数
は
正
確
に
つ
か
む
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

「
万
引
は
、
発
見
し
た
も
の
の
う

ち
警
察
に
連
絡
す
る
も
の
は
1
0
%
前

後
」
と
い
う
デ
パ
ト
ト
関
係
者
の
話
か

ら
み
て
も
、
そ
の
実
数
は
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
数
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
想
像
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

今
の
子
ど
も
た
ち
が
、
生
活
の
た

め
に
万
引
す
る
の
で
は
な
く
、
一
種

の
ゲ
ー
ム
と
し
て
、成
果
を
競
い
合

っ
た
り
、友
だ
ち
が
や
る
か
ら
一
緒

に
や
る
な
ど
、付
和
雷
同
型
が
多
く

罪
の
意
識
は
希
薄
で
す
。し
か
し
、

一
方
で
は
万
引
し
た
品
物
を
他
人
に

売
り
つ
け
て
、遊
ぴ
の
賢
金
(
た
と

え
ば
ゲ
ー
ム
代
、タ
バ
コ
代
な
ど
)

に
あ
て
、非
行
に
加
速
を
加
え
て
い

る
例
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
、
万
引
の
現
状
に
つ
い
て
の
べ

ま
し
た
が
、次
に
、そ
の
背
景
に
あ
る

問
題
点
を
さ
ぐ
っ
て
み
ま
し
I
つ
。

ま
ず
第
一
に
。
万
引
し
や
す
い
場

所
が
大
変
多
い
こ
と
で
す
。
子
と
も

た
ち
が
手
を
伸
ば
せ
ば
す
ぐ
に
で
も

盗
れ
る
よ
う
な
状
態
に
あ
る
場
所
に

平
気
で
お
つ
か
い
に
行
か
せ
る
親
も

い
ま
す
。
ま
た
。経
営
者
の
中
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
万
引
さ
れ
る
こ
と
を
予

剽
し
、
「
万
引
で
き
る
よ
う
で
な
け

れ
ば
、
お
客
は
呼
べ
な
い
」
と
い
う

人
も
居
る
く
ら
い
で
す
。
次
に
、
ど

こ
の
お
店
が
盗
り
や
す
い
と
か
、
見

張
り
が
き
び
し
い
と
か
の
情
報
交
換

が
。
子
ど
も
た
ち
の
閧
で
交
わ
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
点
は

、
単
に
万
引

を
取
締
る
ぱ
か
り
で
は
な
く
、
保
護

者
な
ら
ぴ
に
経
営
者
の
姿
勢
に
も
問

題
が
あ
る
よ
う
で
す
。

喫
煙
―

非
行
へ
の

入

場

券

あ
の
子
は
い
く
つ
か
な
1
タ
バ
コ

そ
す
っ
て
い
る
子
ど
も
を
み
る
と
、

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
ほ
ど

少
年
の
喫
煙
は
、
日
常
的
な
行
動
に

な
っ
て
い
ま
す
。
十
歳
で
補
導
さ
れ

た
子
ど
も
も
い
ま
す
。
タ
バ
コ
ぐ
ら

い
お
と
な
も
す
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
。そ
ん
な
に
大
騒
き
を
す
る
な
、

と
い
う
人
た
ち
も
沢
山
い
ま
す
。
し

か
し
。
健
康
上
の
こ
と
は
当
然
と
し

て
。
一
方
で
喫
煙
が
。
非
行
仲
間
へ

の
入
場
券
で
あ
る
と
こ
ろ
に
問
題
が

あ
る
の
で
す
。
グ
ル
ー
プ
内
で
、
夕

バ
コ
も
す
え
な
い
の
か
と
い
わ
れ
仲

間
は
ず
れ
に
さ
れ
た
少
年
が
、
そ
れ

な
ら
と
『
始
め
る
例
も
非
裲
に
多
い

の
で
す
。

シ
ン
ナ
ー
遊
び
―

非
行
へ
の

片
道
キ
ッ
プ

シ
ン
ナ
ー
等
乱
用
に
よ
る
青
少
年

の
補
導
者
数
(
全
岡
)
は
、昭
和
四

十
六
年
の
四
万
六
千
人
を
ピ
ー
ク
に

減
少
の
傾
向
に
あ
っ
た
が
、昭
和
五

十
四
年
に
は
再
び
四
万
人
の
大
台
に

達
し
、
第
一
次
の
ピ
ー
ク
や
飛
び
越

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ら
れ
る
ほ
ど
の
激
増
そ
示
し
て
い
ま

す
最
近
、
九
州
で
起
き
た
、
シ
ン
ナ

ー
乱
用
青
年
に
よ
る
殺
瓦
事
件
の
例

を
み
て
も
、
二
年
前
に
シ
ン
ナ
ー
中

毒
症
冶
療
の
た
め
、精
神
科
に
入
院

し
た
が
、そ
の
後
も
や
め
る
こ
と
が

で
き
ず
、事
件
当
時
も
シ
ン
ナ
ー
乱

用
に
よ
る
幻
覚
症
状
に
お
ち
い
り
、

意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
、
「
兒
る

も
の
す
べ
て
に
対
し
、
む
し
や
く
し

や
し
、
や
っ
て
し
ま
え
と
い
う
感
じ

だ
っ
た
と
供
述
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
他
人
に
危
害
を
加
え
る

よ
う
な
凶
痼
な
犯
罪
を
犯
す
も
の
の

ほ
か
、
シ
ン
ナ
ー
欲
し
さ
に
よ
る
万

引
、
乱
用
の
幻
覚
症
状
に
よ
る
ピ
ル

の
屋
上
か
ら
の
飛
び
お
り
な
ど
、
数

多
く
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
ナ
ー
そ
の
も
の
は
、
法
律
の

改
正
な
ど
に
よ
り
購
入
し
に
く
く
な

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
が
、
そ
の

か
わ
り
と
し
て
「
自
転
車
修
理
用
の

ゴ
ム
ノ
リ
」
「
プ
ラ
モ
デ
ル
用
の
ラ

y
カ
ー
を
溶
か
す
ウ
ス
メ
液
」
「
工

作
用
の
接
着
剤
」
な
ど
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
、
シ
ン
ナ
ー
遊
ぴ
の
材
料

が
、子
ど
も
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に

日
常
必
需
品
と
し
て
こ
ろ
が
っ
て
い

て
、い
ず
れ
も
、二
百
円
程
度
で
購

入
で
き
る
と
こ
ろ
に
、こ
の
問
題
の

む
ず
か
し
さ
が
あ
る
の
で
す
。

以
上
、い
く
つ
か
の
少
年
非
行
に

つ
い
て
あ
げ
ま
し
た
が
、そ
の
他
に

も
、自
転
車
盗
(
例
え
ば
、昭
和
五

十
四
年
綾
瀬
警
察
署
管
内
発
生
件
数

約
(
千
件
)
、オ
ー
ト
バ
イ
盗
な
ど

が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、大
き
な
犯
罪
に
つ
な
が
る

と
い
う
意
味
で
は
、特
に
深
夜
は
い

か
い
(
夜
あ
そ
び
)
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。一
時
期
ほ
ど
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で

夜
遅
く
ま
で

。
テ
レ
ビ
ゲ
1
1
ム
に
興

じ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
み
か

け
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
ま
で
。
子
と
も
た
ち
の
い
わ

ゆ
る
非
行
と
い
わ
れ
て
い
る
事
例
の

ご
く
ご
く
一
部
を
と
り
あ
げ
て
み
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
、
非
行
に
走
る
前

に
は
必
ず
前
兆
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
が
何
を
考
え
、
何
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
か
。
子
ど
も
だ
ち
と
}
緒
に

話
し
合
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
私
た
ち
お
と
な
に
、
何
が
で

き
る
か
、
何
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
か
を
再
検
討
し
て
み
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て

。
く
わ
し

く
は
、
青
少
年
係
へ
。

少
年
相
談

も
し
も
、
信
じ
て
い
る
あ
な
た
の

お
子
さ
ん
が
突
然
家
出
を
し
た
り
、

不
良
の
仲
間
に
お
ど
さ
れ
た
り
し
た

と
き
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
い
う
態
度

を
と
り
ま
す
か
。

子
ど
も
の
こ
と
で
困
っ
た
時
は
、

少
年
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
、

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

開
設
日
　
毎
週
火
曜
日
、
午
前
九
時
?

午
後
四
時

電
話
に
よ
る
相
談
は
、
浅
草
少
年
セ

ン
タ
ー
(
　
(
四
四
I
O
O

四
六
)

青少年を明るくのびのび育てよう

口座振替納付を
ご利用ください

国民年金保険料
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
て

も
、と
か
く
忙
し
い
方
、不
在
が

ち
の
方
な
ど
は
、保
険
料
(
か
け

金
)
の
納
付
を
忘
れ
が
ち
に
な
り

ま
弌
こ
の
た
め
に
、将
来
年
金

参
・
受
け
る
時
、年
金
額
が
少
な
く

な
る
だ
け
で
は
な
く
、納
付
期
間

が
不
足
し
て
、年
金
や
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。こ

れ
ら
の
心
配
そ
な
く
す
た
め
、硫

実
に
納
め
ら
れ
る
口
座
振
替
の
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
、あ
な
た
(
ま
た

は

、
配
偶
者

、
世
帯
主
)
の
預
金

口
座
の
あ
る
二
十
三
区
内
金
融
機

関
(
郵
便
局
は
除
く
)
へ
預
金
通

帳
、印
鑑
(
届
出
印
)
、年
金
手

帳
(
ま
た
は
年
金
番
号
の
わ
か
る

も
の
)
を
持
参
し
て
、金
融
機
関

の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

□
口
座
振
替
納
付
の
領
収
書
の

様
式
が
変
り
ま
す

す
で
に
口
座
振
替
を
し
て
い
る

方
々
に
は

、
保
険
料
(
か
け
金
)

を
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
り
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
と
、
そ
の

都
度
領
収
証
一

を
お
届
け
し
て
い

ま
し
た
が
、四
月
十
五
日
振
替
分

か
ら
。今
ま
で
の
領
収
証
一
に
か

え
て
[
国
民
年
金
保
険
料
振
替
済

の
お
知
ら
せ
(
(
ガ
キ
様
式
)
」

を
お
届
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
一
郎
の
金
融
機
関
は
従
来

ど
お
り
で
す
。

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
振
替

済
の
お
知
ら
せ
に
つ
き
ま
し
て

も
、
今
ま
で
の
領
収
証
霾
と
同
様

に
。
大
切
に
保
管
を
し
て
く
だ
さ

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
記
録
係

用途地域見直しの
都指定基準決まる

都
で
は
、三
月
中
に
「土
地
利

用
に
関
す
る
基
本
方
針
お
よ
び
指

定
基
準
に
つ
い
て
」を
発
表
し
ま

す
。こ
れ
は
、本
年
行
う
用
途
地

域
地
区
の
見
直
し
方
針
や
基
準
を

定
め
る
も
の
で
す
。

区
で
は
、こ
の
基
準
を
も
と
に

し
て
、区
の
実
情
や
地
域
性
な
ど

を
考
慮
し
て
、足
立
区
指
定
基
準

を
決
め
、用
途
地
域
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

昭
和
四
十
(
年
の
新
用
途
地
域

制
の
施
行
以
来
、七
年
を
経
過
し

ま
し
た
が
、こ
の
間
に
土
地
利
用

の
形
態
が
変
わ
っ
て
き
た
所
や
、

地
域
の
実
情
に
あ
わ
な
く
な
っ
て

き
た
地
域
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の

見
直
し
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
中

心
に
行
い
ま
す
。

基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
以
前

に
掲
職
(
区
の
お
知
ら
せ
十
二
月

五
日
号
)
し
た
安
全
性
の
向
上
。生

活
環
境
整
備
。
機
能
的
な
都
市
づ

く
り
な
ど
を
め
ざ
し
、
用
途
地
域

を
見
直
す
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
。
現
在
基
本
方
針
や
地

域
実
情
を
ふ
ま
え
て
現
地
調
査
な

ど
を
行
い
、
見
直
し
箇
所
に
つ
い

て
検
肘
し
て
い
ま
す
。

見
直
し
検
討
地
域
と
し
て
は
、

大
工
場
な
ど
が
移
転
し
。
跡
地
の

土
地
利
用
が
大
き
く
変
わ
っ
た
地

域
や
、
新
し
く
道
略
や
駅
が
で
き

た
地
域
な
ど
が
対
象
地
域
と
な
り

ま
す
。
具
体
的
な
見
直
し
箇
所
は

近
く
発
表
し
ま
す
。

今
後
、
区
は
四
月
頃
に
区
作「
案

の
決
定
、
五
月
頃
に
区
素
案
に
よ

る
地
元
説
明
会
を
行
い
。
皆
さ
ん

の
要
望
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
区
案

を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
先
　
都
市
計
画
係

三
月
一
日
か
ら
区
の
施
設
に
な
り
ま
し
た

生
活
実
習
所

福
祉
作
業
所・

授
産
場

都
か
ら
次
の
施
設
が
三
月
一
日

卆
・
も
っ
て
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

梅
島
生
活
実
習
所
…
梅
島
三
一
三

一
一

一
九
　
　
(
四
九
-
二
三

七
九日

常
生
活
や
、社
会
へ
の
適

応
が
困
難
な
、在
宅
の
重
度
心

身
障
害
者
に
対
し
、生
活
訓
練

お
よ
ぴ
作
業
訓
練
な
ど
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、心
身
の
発
達
を

促
が
し
生
卮
の
充
実
と
、社
会

的
自
立
の
助
長
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
通
所
施
設
で
す
。

綾
瀬
福
祉
作
業
所
…
東
綾
瀬
丁

二
六
一
二
　

　
六
〇
六
上
(
I
(

六精
神
溽
弱
者
(
児
)
ま
た
は
、

身
体
障
害
者
(
児
)
で
、
一
般

企
業
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
困

難
な
方
に
、簡
易
作
業
を
主
と

し
た
技
能
や
生
活
な
ど
の
指
導

を
行
い
、自
立
へ
の
援
助
を
図

る
こ
と
か
・
目
的
と
し
た
通
所
施

設
で
す
。

千
住
元
町
授
産
場
…
半
住
元
町
三

四
一

一
　
　
(
(

一
一

五
五
四
(

青
井
授
産
場
…
青
井
四
一
二
七
丿

二
　
　
(
(
九
I
○
六
(
一

千
住
元
町
授
産
場
と
同
じ

で
、一
般
の
就
労
が
困
難
な
老

人
お
よ
び
、生
計
の
困
難
な
方

に
、施
設
お
よ
び
、股
備
を
提

供
し
、仕
事
を
与
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、生
酒
の
安
定
と
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
施
設
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
直
接
各
施
設

ち
び
っ
こ
剣
士
大
集
合

第
一
回
足
立
区
少
年
剣
道
大
会

日
時
　
五
月
五
貝
子
ど
も
の
日
)

受
付
時
間
午
前
(
時
?
(
時
三

十
分
(
時
間
厳
守
)

、
開
会
時

間
午
前
九
時

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
学
生
男
女
(
四
月
一
日

現
在
の
学
年
)

参
加
人
数
　
千
名
(
防
具
持
参
)

試
合
内
容
　
各
学
年
別
佃
人
戦
と

し
I
プ
ロ
。
ク
十
六
名
で
予
選

を
行
い
、
各
プ
ロ
'
ク
ご
と
の

一
位
の
選
手
に
よ
っ
て
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
う
(

た
だ

し
、
小
学
一
?
三
年
生
は
。
予

選
の
み
)

表
彰
　
各
プ
ロ
y
ク

ご
と
に
優

秀
・
優
良
・
敢
闘
賞
、
学
年
別

決
勝
戦
は
、優
勝
・
準
優
勝
・

三
位
・
四
位
(
参
加
者
全
員
に

参
加
貢
)

申
込
期
間
　
三
月
二
十
日
～
三
十

日
(
当
日
消
印
有
効
)
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、住

所
、氏
名
、性
別
、年
齢
、身

長
、学
校
名
、学
年
、所
属
の

団
体
名
、剣
道
麼
、毎
週
の
け

い
こ
回
数
、段
・
級
を
記
入
し

体
育
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
(
た
だ
し
、区
内
各
地
域
の

剣
友
会
・
道
場
な
ど
に
所
属
す

る
者
は
、
そ
の
団
体
で
一
括
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課
(
〒

Ⅲ
千
住
一
-
五
〇
)

水
洗
化
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

現
在
。区
内
各
所
で
下
水
道
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、こ

の
た
ぴ
、
次
の
地
域
が
工
事
終
了

し
。
水
洗
化
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、こ
の
地

域
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、三
年

以
内
に
水
洗
化
の
工
事
を
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

水
洗
化
可
能
地
域
　
①
梅
田
一
丁
　

目
一
〇
番
の
一
部
②
栂
田
二
　

丁
目
一
・
三
?
五
番
の
一
都

供
用
開
始
年
月
日
　
二
月
十
二
日

問
合
せ
先
　
下
水
道
局
小
菅
支
所

(
　
六
〇
二
-
(
(

二
二
)
、

ま
た
は
区
役
所
下
水
遭
課
(
(
　
(

九
-
六
一
六
一
)
へ

下水を排除および処理すべき区域並びに公共下水道施設位置図

足立区　梅田一丁目　梅田二丁日( 街区符号)



区 の お 知 ら せ第502 号( 3)

ご家族やお友達と一緒に

おおいにスポーツしよう
総合スポーツセンター

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
。

各
種
ス
ポ
ー

ツ
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

□
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ル
ー
ム
で
フ
リ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

四
月
か
ら
、
好
き
な
時
間
に
。
好

み
の
メ
ニ
ュ
ー
で

、
自
分
の
運
動
量

の
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
方
法
な
ど
は

、
次
の
と
お
り

で
す
。

な
あ
、
従
来
の
教
室
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
、
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
区
分
　
別
表
I

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
　
別
表
Ⅱ

▼
初
め
て
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ル
ー
ム
を

利
用
す
る
方
・
=
毎
週
水
曜
日
、初
 

者
教
室
開
始
時
間
ま
で
に
お
い
て

く
だ
さ
い
。
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
。
体
力
測
定
な
ど
を
行
い
ま
す

▼
二
回
目
か
ら
刹
用
の
方
・
=
教
室
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ヘ
。
こ
こ
で
一
定
の

基
礎
指
4
が
す
む
と
フ
リ
ー
ト
レ

よ
I
ン
グ
が
で
き
ま
す
。
教
室
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ー
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
選
択
は
自
由
で
す

▽
教
室
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
:
従
来
ど

お
り
で
す
。
定
員
に
限
り
か
あ

り
ま
す
の
で
、
前
も
っ
て
予
約

し
て
く
だ
さ
い

▽
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
…
予
約

は
い
り
ま
せ
ん
。
一
定
の
系
礎

衍
4
を
修
得
し
た
方
、
好
き
な
　

時
間
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き

ま
す
。
効
果
測
定
に
よ
り
運
動

量
が
負
荷
さ
れ
ま
す

▽
メ
デ
ィ
カ
バ
チ
エ
y
ク
と
体
力

測
定
・
:
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
継
続
　

す
る
た
め
に
必
要
な
健
康
チ
ヱ
　

ニ
一
‥
手
≒
初
心
者
は
、必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。継
続
者
は
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
測
定
と

し
て
随
時
行
い
ま
す

開
催
日
　
毎
週
日
曜
日
、
午
前

九
時
三
卜
分
?
午
後
三
時

り
以
上
の
ト
レ
よ
I
ン
グ
に
参
加
の・

方
は
、
運
動
着
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
ス
カ
ー
ト
。
ジ
ー
パ
ン
で
の
利

用
は
で
き
ま
せ
人
。

な
お
。
く
ゎ
し
く
は
。
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ
。

□
個
人
利
用
特
別
コ
ー
ス

<
春
休
み
さ
わ
や
か
親
子
教
室
>

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
主
体
に
し
た
、

楽
し
い
コ
ー
ス
で
す
。

そ
の
種
類
は
、
親
と
子
の
教
室
と

小
学
生
の
教
室
が
あ
り
ま
す

。

コ
ー
ス
区
分
(
各
教
室
共
)

水
曜
コ
ー
ス
…
…
月
一
一
十
{
(凵
一

四
月
二
日

木
曜
コ
ー
ス
…
二
月
二
十
七
日
・

四
月
三
日

金
曜
コ
ー
ス
…
…一
月
一一
十
一
(日
・

四
月
四
日

土
曜
コ
ー
ス
…
三
月
二
十
九
日
・

四
月
五
日

◎
親
と
子
の
教
室

場
所
　
柔
道
場

対
象
　
四
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

幼
児
と
そ
の
親

開
催
時
間
　
午
前
九
時
?
十
時

定
員
　
二
十
組

参
加
費
(
施
設
使
用
料
)
　
各
回
二

百
円

◎
小
字
生
の
教
室

場
所
　
柔
道
場

対
象
　
小
学
一
年
?
。
‥
。年
生

開
催
時
間
　
午
前
十
時
气
十
分
?
十

一
時
三
十
分

定
員
　
三
十
名

参
加
費
(
施
般
使
用
料
)
　
各
回
百
円
　

<
シ
ェ
イ
プ
・
ア
ッ
プ
教
室
>

あ
な
た
の
プ
ロ
ポ
ー

シ
'
ン
づ
く

り
に
ぜ
ひ
ど
1

气

レ
デ
ィ
ー
ス
コ

ー
ス
・
O
L

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

開
催
日
(
各
コ
ー
ス
共
)
　
　
四
月
三

冂
・
十
日
・
十
七
日
・
二
十
四
目

◎
レ
デ
ィ
ー
ス
コ
ー
ス

場
所
　
ア
ス
レ
チ

ヴ
ク
ル
ー
ム

対
象
　
十
(
歳
以
上
の
家
庭
婦
人

開
催
時
間
　
午
前
十
時
?
十
一
時
三

十
分

定
員
　
五
十
名

参
加
費
(
施
設
使
用
料
)
　
久
一
回
二

百
円

◎
Ｏ
Ｌ
コ
ー
ス

場
所
　
ア
ス
レ
チ
y
ク
ル
ー
ム

対
象
　
十
(
歳
以
上
の
働
く
女
性

開
催
時
間
　
午
後
べ
時
三
十
分
?
(
　

時
定
員
　
五
十
名

参
加
費
(
施
設
使
用
料
)
　

久
に回
二

百
円

※
側
人
利
用
特
別
コ
ー
ス
の
対
象
者

は

、
区
内
在
住
・
在
勤
者
、
服
装
は

運
動
の
で
き
る
仕
度
で
。

な
お
、
申
し
込
み
方
法
は
。
三
月

二
十
日
(
木
)
か
ら
、
直
接
窓
口
か
電

話
で

。(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

申
込
・
問
合
せ
先

総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
(

　
(
五
九
-
(

ニ

ー

一
)

別表I 利 用 区 分

別表Ⅱ　アスレチックトレーニングシステム

十
六
ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

日
時
　
四
月
十
六
日
?
十
(
日
・
二

ナ

盲
?

二
十
五
日
(
延
べ
七
冂

間
)
　

午
後
六
時
?
(

時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

受
講
料
　
無
料

対
象
　
区
内
在
住
、在
勤
で
全
日
程
　

受
講
可
能
な
方
(
た
だ
し
、十
六
ミ

リ
賢
格
修
了
蔬
所
持
者
を
除
く
)

定
員
　
四
十
二
名
(
定
貝
を
超
え
た
　

場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法
　
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、生
年
月
日
、職
業
、・
｀
話

番
号
を
記
入
し
、文
化
係
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
三
月
二
十
六
口
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
係
(
〒
Ⅲ

千
住
一
-
五
o
)

区
民軟

式
野
球
大
会

日
時
　
四
月
二
十
九
日
～
五
月
十
(

日
の
[
口
曜
日
(
雨
天
順
延
)
午
前

九
時

場
所
　
区
営
千
住
新
橋
・
五
反
野
グ

ラ
ン
ド

出
場
資
格
　
区
内
在
住
、在
勤
の
十

(
歳
(
十
六
歳
以
上
の
勤
労
青
少
　

年
を
含
む
)
以
上
で
編
成
さ
れ
、

教
育
委
員
会
に
登
録
し
て
あ
る
ア

マ
チ
ュ
ア
の
チ
ー
ム

募
集
数
　
百
二
十
(
チ
ー
ム
(
先
着

順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

参
加
費
　
無
料

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
(
体
育
課
に

あ
り
)
に
記
入
の
う
え
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課

あ
だ
ち
日
曜
教
室

こ
の
教
室
は
、区
内
の
中
学
校
　

(
心
障
学
級
)
を
卒
業
し
た
方
の
た

め
に
閧
か
れ
る
も
の
で
す
。

期
間
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
十
三
日
　
　

(
日
)
～
昭
和
五
十
六
年
三
月
(
　

囗
(
囗
)
の
毎
月
第
二
日
曜
日
、

午
前
九
時
三
十
分
?
午
後
四
時
ま

で
(
た
だ
し
、五
月
、(
月
、十
　

月
は
第
四
日
曜
一口
も
鬨
き
ま
す
)

場
所
　
青
年
館

内
容
　
写
真
、手
芸
、調
理
、工
作
、

バ
ス
(
イ
ク
、宿
泊
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
ジ
'
ン
、
も
ち
つ
き
、

そ
の
他

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

第
三
十
三
回
都
民
体
育
大
会
　

足
立
区
予
選
会

□
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
大
会

日
時
　
四
月
六
・
囗
、午
前
九
時
三

十
分

会
場
　
ロ
ビ
ン
フ
ヴ
ド
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
レ
ン
ジ

種
目
　
一
般
の
部
(
五
十
㍍
・
三

十
㍍
)
、
新
人
の
郎
(
十
五
㍍
)

参
加
費
　
三
百
円

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
種

別
を
明
記
し
申
込
先
へ

申
込
期
限
　
三
月
三
十
一
目
(
必

幹
)

申
込
・
問
合
せ
先
　

ロ
ビ
ン
フ
'

ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
レ
ン
ジ
(
〒

m
鹿
浜
一
1
四
-
(
　

べ
五

一
プ

四
九

二
一
)

□
軟
式
庭
球
大
会

日
時
　
四
月
十
三
日
、
午
前
九
時

(
予
備
日
四
月
二
十
日
)

会
場
　
総
合
ス
J
T

ツ
セ
ン
ク
ー

庭
球
場

種
目
　
一
般
男
・
女
、男
子
壮
年
・

成
年
(
一
般
の
部
は
4
校
生
以

上
)
の
個
人
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
敬

参
加
費
　
一
チ
ー
ム
四
百
円

申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
て
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
四
月
八
日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
鹿
角
正
昭
(

〒
1
2
0
千
住
柳
町
二
(
I
二

(
(
(
上
二
七
〇
六
)

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
　
四
月
二
十
日
、午
前
九
時

会
場
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

大
体
育
竄

種
目
　
一
般
男
・
女
、中
学
男
・

女
、壮
年
男
・
女
、各
ダ
ブ
ル

ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

参
加
費
　
一
チ
ー
ム
三
百
円

申
込
方
法
　
参
加
費
や
添
え
て
直

接
申
込
先
へ

申
込
期
限
　
四
刈
十
二
目

申
込
・
問
合
せ
先
　
ツ
バ
メ
ヤ
ス

ポ
ー
ツ
店
(
〒
1
2
0千
住
三
-
一

九
　

　
(
(
(
一
(

三
三
一
)

□
桑
道
大
会

日
時
　
四
月
十
三
日
、午
前
九

時
会
場
　
区
体
育
館

種
目
　
小
・
中
学
生
各
学
年
別
、

一
般
段
別
の
個
人
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦

参
加
費
　
三
百
円

申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
て
肩一

接
申
込
先
へ

申
込
期
限
　
四
月
五
冂

申
込
・
問
合
せ
先
　
野
村
喜
好

(
〒
1
2
1南
花
畑
三
一
三
三
I

二

四
　
　
(
(

四
圭
一
四
六
一
)

※
以
上
の
参
加
資
格
は
、区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
で
す
。

幼
児
指
導
訓
練
事
業募

集
案
内

対
象
児
　
▽
知
恵
お
く
れ
の
程
度

が
お
お
ひ
ね
中
・
軽
度
の
幼
児

▽
年
齢
は
三
歳
か
ら
五
歳

事
業
内
容
　
基
本
的
生
活
態
度
や

習
慣
の
指
導
を
行
い
、
児
童
の

自
立
哇
や
集
団
適
応
性
を
養
い

ま
す

定
員
　
若
干
名

申
込
方
法
　
直
接
心
身
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
受
付
け
ま
す

受
付
期
間
　
三
月
二
十
一
日
?
四

月
四
日

費
用
　
無
料

問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉
七
ン

タ
ー

　
(
八
三
上
(
I
七
一

?
二

防
犯
灯
の
補
助
金
申
請
と

寄
付
申
請
を
受
付
中

□
補
助
金
申
請

昨
年
、補
助
金
を
受
け
て
本
年

灯
数
に
変
更
の
あ
る
団
体
、ま
た

新
規
の
町
・
自
治
会
な
ど
で
維
持

管
理
す
る
防
犯
灯
が
あ
る
も
の

は
、申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

□
寄
付
申
請

区
道
に
あ
る
防
犯
灯
で
東
京
電

力
の
門
標
番
号
の
付
い
て
い
る
も

の
の
み
。
受
付
け
ま
す
。

提
出
書
類
　
申
謂
番
。設
置
図
面
、

電
灯
料
金
の
領
収
証

受
付
期
限
　
補
助
金
申
請
・
寄
付

申
請
と
も
に
四
月
十
五
日
(
火
)

ま
で

申
請
・
問
合
せ
先
　
第
二
庁
舎
街

路
照
明
係

心
身
障
害
福
祉
電
話
を

お
貸
し
し
ま
す

心
身
陣
害
者
の
い
る

ご
家

庭

に
、福
祉
電
話
を
お
賃
し
し
ま
す
。

手
続
き
の
方
法
は
次
の
と
お
り
で

す
。

資
格
　
次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該

当
す
る
世
帯

①
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
、
愛

の
手
帳
一
度
、
お
よ
び
こ
れ
ら

に
準
ず
る
重
度
の
障
害
者
の
い

る
世
帯
ま
た
は
。
身
体
障
害
者

手
帳
二
級
の
一
部
(
下
肢
。
体

幹
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器

の
機
能
に
係
る
障
害
)
で
、
外

出
が
困
雛
な
万
の
い
る
世
帯
　

③
住
民
税
か
均
等
割
以
下
の
世

帯

③
現
在
電
話
が
架
設
さ
れ

て
い
な
い
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
世
帯
全

員
の
住
民
票

②
身
体
障
害
者

手
帳
、愛
の
手
帳
ま
た
は
診
断

書

③
住
民
税
課
税
証
明
一

(生
活
保
護
世
帯
を
除
き
ま

す
)

問
合
せ
先
　
援
護
係

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

映
画
の
夕
ベ

題
名
　
私
た
ち
の
足
立
(
生
活
施

設
綵
)
・
男
は
つ
ら
い
よ
(
寅

次
郎
純
情
詩
集
)

日
時
　
三
月
二
十
九
日
(
古

午

後
盍
時
三
十
分

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

定
員
　
当
日
先
着
百
厶
士
(
名

入
場
料
　
無
料

問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ
ー

　

(
五
〇
一
(
(
〇
一
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注
射
は
い
た
く
て
い
や

で
も
病
気
は
も
っ
と
い
た
く
て
つ
ら
い

お
忘
れ
な
く

定
期
予
防
接
種

小
児
マ
ヒ
、三
種
混
合
(
ジ
フ
テ

リ
ア
・
百
日
ぜ
き
・
破
傷
風
混
合
)

の
予
防
接
種
を
、次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。対
象
の
方
は
、忘
れ
ず
に

お
受
け
く
だ
さ
い
。

□
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

接
種
日
・
場
所
　
上
表
の
と
お
り

受
付
時
間
　

午
後
二
時
恚
二
時

対
象
者
　
▽
一
回
目
・
・
・
昭
和
五
十
一

年
十
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
四

年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
、こ
の
予
防
接
種
を
一
度
も
受

け
て
い
な
い
幼
児
▽
二
回
目
…

昭
和
五
十
一
年
五
月
一
日
か
ら
昭

和
五
十
四
年
四
月
三
十
日
ま
で
に

生
ま
れ
、一
回
目
終
了
後
六
週
間

以
上
過
き
て
い
る
幼
児

□
三
種
混
合

接
種
日
時
　
四
月
九
日
(
水
)
・
五

月
七
日
(
水
)
・
六
月
四
日
(
水
)
・

六
月
二
十
五
日
(
水
)
、時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
後
二
時
～
三
時

接
種
場
所
　
「本
院
は
予
防
接
租
実

施
医
療
機
関
で
す

」
の
掲
示
の
あ

る
区
内
指
定
医
療
機
関

対
象
者
　
▼
I
期
(
三
回
式
)
=
・
昭

和
五
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
昭
和

五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
、こ
の
予
防
接
種
の
I
期

を
終
了
し
て
い
な
い
幼
児
▼
n

期
(
一
回
式
)
・
・
・
昭
和
五
十
年
一

月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
一
年
九
月

三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
、I
期
終

了
後
一
年
以
上
過
ぎ
て
い
る
幼
児

◎
定
期
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い

幼
児

▽
発
熟
し
て
い
る
幼
児
、
ま
た
は
著

し
い
栄
養
陣
害
の
あ
る
幼
児

▽
心
臓
血
管
系
疾
患
・
腎
臓
疾
思
・

肝
臓
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
幼
児

▽
予
防
接
種
に
よ
り
、ア
レ
ル
ギ
ー

や
異
常
な
副
反
応
を
起
し
た
こ
と

の
あ
る
幼
児
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ

の
あ
る
幼
児

▽
接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん

(
ひ
き
つ
け
)
を
起
し
た
幼
児

▽
小
児
マ
ヒ
予
防
接
種
に
あ
た
っ
て

は
、
前
記
の
ほ
か
下
痢
を
し
て
い

る
幼
児

注
憲
事
項
二
種
以
上
の
予
防
接
種

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
幼
児
は
、

事
前
に
必
ず
保
健
所
、
ま
た
は
保

健
予
防
係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
保
健
予
防
係
、
足
立
保

健
所
業
務
第
一
係
　
(
五
五
-
　

四
一
五
一
、
千
住
保
健
所
業
務
係
　

(
(
(
!
四
二
七
七

接種日と会場( 小児マヒ生ワクチン)

精
神
衛
生
相
談

日
時
　
四
月
三
日
(
木
)
午
後

一
時
三
十
分
～
二
時
三
十
分

場
所
　
江
北
保
健
相
談
所

担
当
　
専
門
医

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
に
よ
る
予
約

制
申
込
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
健

相
談
所

　
(
九
六
-
四
〇

〇
四

あ
な
た
の
体
は
大
丈
夫
で
す
か

成

人

病

検

診

日
本
人
の
死
亡
順
位
で
、
卜
。プ

を
占
め
る
成
人
病
(
心
臓
病
。脳
卒

中
。
高
血
圧
、
糖
尿
病
等
)
の
早
期

発
見
、
お
よ
ぴ
予
防
を
目
的
と
し
た

成
人
病
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
が
ん
検
診
は
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。

日
時
　
毎
週
金
曜
日
午
後
}
時
?
　

三
時
三
十
分

場
所
　
千
住
保
健
所

対
象
　
区
内
に
居
住
す
る
満
三
十
歳

以
上
の
方

費
用
　
五
千
円
程
度
(
検
診
項
目
数

に
よ
り
、
費
用
の
増
威
が
あ
り
ま

す
)

申
込
方
法
　
電
話
に
よ
る
予
約
制

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
輩

務
係

　
(
(
(
一
四
二
七
七 犬

を
飼
っ
て

い
る
方
へ

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
犬
を
飼

っ
て
い
る
方
は
、
犬
の
登
録
(
毎

年
一
回
)
と
予
防
注
射
(
毎
年
春
と

秋
に
一
回
ず
つ
)
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
五
十
五
年

度
の
一
斉
登
録
と

予
防
注
射
は
、
四

月
七
日
か
ら
区
内

各
地
で
実
施
し
ま
す
。
く
わ
し
く

は

、
次
号
の
「
区
の
お
知
ら
せ
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
。
飼
い
主
の
方
は
。
次
の

こ
と
を
必
ず
守
る
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▽
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
の
で
、
く
さ
り
か
績
で
つ

な
い
で
お
く
こ
と

▽
敵
歩
中
の
く
さ
り
は
短
く
持
つ

こ
と

▽
公
共
の
場
所
で
の
糞
の
あ
と
始

末
は
、
飼
い
主
か
き
ち
ん
と
か

た
づ
け
る
こ
と

▽
愛
犬
を
や
む
を
え
ず
手
放
す
時

は
、
保
健
所
に
連
絡
し
、
他
人

に
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
よ
う
処

置
す
る
こ
と

な
お
、
野
犬
の

捕
獲
は
、
東
京
都

東
部
犬
管
理
事
務
所
(

　
(
〇
二
-

四
四
二
四
)
で
行
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は

。
お
近
く
の
保
健

所
ま
た
は
衛
生
係
へ

。

区 民 カ レ ン ダ ー
( 4月1日～30日)

足立区で買おう 食べよう 頼もう

たばこを買うなら足立区で
趣
味
を
の
ば
そ
う

新
規
受
講
生
募
集

□
東
部
セ
ン
タ
ー

昭
和
五
十
五
年
度
の
各
教
室
の
新

規
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
日
時
　
三
月
二
十
三
日
(
口
)

午
前
(
時
三
十
分

科
目
・
定
員
　
▽
書
道
教
室
‘・・
月
三

回
水
曜
日
午
前
中
(
定
貝
六
十
名
)

▽
生
花
教
室
:
1月
一
回
木
曜
日
ま

た
は
金
曜
日
午
前
中
(
定
員
三
十

名
、
費
用
五
百
円
程
度
)

▽
水

墨
画
教
室
・・・
月
一
回
土
曜
日
午
後
(

定
員
二
十
名
)

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人
初

心
者
に
限
る
(
一
人
一
教
室
)

受
講
期
間
　
一
年
間

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
定
具
に
な

り
次
第
締
切
り
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ
ー

笆
(
○
五
-
七
一
〇
一

□
花
畑
セ
ン
タ
ー

春
の
婦
人
教
室
の
受
付
け
を
行
い

ま
す
。

受
付
日
時
　
四
月
(
日
(
火
)
午
前

九
時
(
竜
話
受
付
け
は
午
後
一
時
)

内
容
　
陶
芸
、茶
道
、料
理
、藤
工

芸
、
七
宝
焼
、
親
子
体
操
な
ど

費
用
　

各
教
材
賢
は
各
自
負
担

く
わ
し
く
は
、花
畑
セ
ン
タ
ー

(
　
(
五
〇
-
二
六
一
七
)
へ
。

さ
し
あ
げ
ま
す

足
立
の

都
市
計
画
道
路

都
市
計
画
遭
路
の
再
検
肘
素
案
が

ひ
と
目
で
わ
か
る
パ

ン
フ

レ
y
卜

「
足
立
の
都
市
計
画
道
路
」を
、
次
の

各
施
般
に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所
　
土
木
部
計
画
課
、
区
内

の
各
出
張
所
・
福
祉
事
務
所
・
裲

祉
セ
ン
タ
ー
・
図
一

館

問
合
せ
先
　
土
木
都
計
画
課

掲
示
板

区
民
健
康
ま
つ
り

区
民
健
康
ま
つ
り
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
な
お
、
健
康
相
談
・

無
料
検
査
等
も
行
い
ま
す
の
で
、

ど
な
た
も
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

日
時
　
三
月
二
十
二
日
(
土
)
午

後
一
時
!

二
時

堤
所
　
足
立
保
健
所

内
容
　
健
康
相
談
、
歯
科
相
談
、

体
力
測
定
、
(
リ
・
灸
の
治
療
、

映
画
、
展
示
会
、
そ
の
他

主
催
　
足
立
区
医
療
六
団
体
(
医

師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師

会
、
(
リ
・
灸
マ
'
サ
ー
ジ
師

会
、
柔
道
整
復
師
会
、
助
産
婦

会
)

問
合
せ
先
　
足
立
区
薬
剤
師
会
　

　
(
(

二
-
三
〇
一
三

精
神
障
害
者
の

た
め
の
相
談

日
時
　
三
月
二
十
三
日
(
日
)
午

後
一
時
～
五
時

場
所
　
梅
鳥
会
館
(
梅
鳥
三
上
一
　

-
五
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
梢
神
陣

害
者
家
族
会
「
あ
し
な
み
会
」

四
六
〇
-
六
三
〇
九
(
昼
)
、

(
九
七
-
6
二
九
三
(
夜
)

定
時
制
(
夜
間
)
　

生
徒
募
集

募
集
校
　
都
立
上
野
忍
岡
高
校

応
募
資
格
　
本
年
三
月
に
中
学
卒

業
見
込
者
、
お
よ
ぴ
既
卒
業
者

願
書
受
付
　
四
月
百
～
五
日

申
込
・
問
合
せ
先
　

都
立
上
野
忍

岡
高
校
(
〒
Ⅲ
台
東
区
北
上
野

ニ
ー
ニ
四
-
一
四

　
(
四
一

一
三
(
〇
〇
)

廃
品
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
桧
原
フ
ァ
イ
ト
村

」
建
設
に

必
要
な
賢
金
を
調
連
す
る
た
め
。

交
通
遺
児
た
ち
が
春
休
み
を
利
用

し
て
。
次
の
コ
ー
ス
で
廃
品
回
収

を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時
・
コ
ー
ス
　
▽
三
月
三
十
日

(
日
)
・・・
北
三
谷
団
地
(
午
後

一
時
四
十
分
ヱ

ー時
十
分
)
-
　

綾
瀬
新
橋
(
午
後
二
時
三
十
分
)
　
-

中
央
本
町
二
丁
目
-
千
住
苹

橋
(
午
後
三
時
三
十
分
)
-
足

立
区
役
所
(
午
後
四
時
三
十
分
)
　

▽
三
月
三
十
一
日
(
月
)
…
足

立
区
役
所
(
午
前
十
時
)
1
北

千
住
駅
(
午
前
十
時
三
十
分
?
　

十
一
時
)
-
日
光
街
遭
-
鈴
木

病
院
I
大
門
商
店
街
(
正
午
?
　

午
後
○
時
三
十
分
)
-
千
住
元

町
授
産
所
前
(
午
後
○
時
四
十
　

五
分
?
一
時
四
十
五
分
)

く
わ
し
く
は

。
交
通
事
故
遺
児

を
励
ま
す
会
(

　
○
四
二
五
一

九

一
一

一
一
一
七
)
へ

。

第
八
回
中
川
短
縮

マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時
　
四
月
六
日
(
日
)
午
前
九

時
(
小
雨
決
行
)

場
所
　
中
川
堤
防
(
中
川
二
丁
目

公
園
)

種
目
　
中
学
男
子
(
三
キ
ロ
)
、中

学
女
子
(
ニ
キ
ロ
)
、高
校
一
般
　

女
子
(
ニ
キ
ロ
)
、一
般
男
子
　

(
六
キ
ロ
)
、三
十
歳
代
?
五
十
　

歳
代
(
四
キ
ロ
)

参
加
費
　
▽
中
学
生
・
:三
百
円
　

▽
高
校
こ

般
…
五
百
円

申
込
期
限
　
三
月
三
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
森
田
芳
雄
方

(
中
川
一
T

二
五
-
五
I
(
　

○
六
一
一
〇
四
九
)

臨
時
職
員

(
学
校
警
備
)
募
集

日
曜
日
と
祝
祭
日
勤
務
の
学

校
警
備
員
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分

～
午
後
九
時
三
十
分

勤
務
学
校
　
本
木
東
・
島
根
・
弘

道
第
一
・
中
川
東
小
学
校
資
格
　

六
十
五
歳
ま
で
の
男
性

で
健
康
な
者

賃
金
　
時
間
給
五
百
十
円
程
度

申
込
方
法
　
履
歴
I
持
参
の
う

え
。
教
育
委
員
会
庶
務
課
へ

申
込
期
限
　
三
月
二
十
六
日

※
な
匐
、
そ
の
他
の

警
備

員

(
臨
時
)
も
若
干
名
募
集
し
て

い
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先
　
敬
育
委
S

会
庶
務
課
教
職
貝
係

お
礼

育
英
賢
金
貸
付
事
業

の
た
め
に
と
、
次
の
方

か
ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

▽一
江
フ
サ
ヱ
さ
ん
(
新
田
ニ
ー

(
-
二
二゙
)

N. S　235, 000


